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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第79期
第２四半期
連結累計期間

第80期
第２四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (百万円) 55,346 58,732 117,665

経常利益 (百万円) 1,516 1,371 4,212

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,138 824 3,219

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 1,198 882 3,242

純資産額 (百万円) 41,829 43,798 43,872

総資産額 (百万円) 121,233 125,950 114,632

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 59.50 43.11 168.30

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 34.5 34.8 38.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △11,435 △6,869 △6,187

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △724 △697 △1,772

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 7,169 11,333 △4,561

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 20,247 16,606 12,749
 

 

回次
第79期
第２四半期
連結会計期間

第80期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

１株当たり四半期
純損益

(円) 23.61 △2.57
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

２ 【事業の内容】

 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はない。また、主要な

関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

 なお、重要事象等は存在していない。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 
文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものである。

 
　(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、ウィズコロナ・アフターコロナの動きが加速したものの、

ウクライナ情勢や歴史的な円安が続くなど、依然として不安定な状況が続いた。また、国内建設市場において

も、資機材価格への影響等が引き続き見られ、厳しい状況が続いた。

当社グループは2019年５月に策定した「中期５ヵ年計画（2019～2023）」の施策を推進し、建設業の枠を拡

げ、社会に潜在する多様なニーズや未解決の課題を読み取り、それらを解決する能力（スマートソリューション

サービス）を備えた事業を数多く展開することで、新たな未来社会「Society 5.0」を多様な人々と共に創って

いくためのプラットフォーム「New　Business　Contractor」の形成を目指している。

このような状況のもと、当社グループの財政状態及び経営成績は以下のとおりとなった。

 
（財政状態）

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、資産は、短期借入金の増加等による現金預金38億円の増加及び立

替工事の増加等による受取手形・完成工事未収入金等84億円の増加等により、前連結会計年度末比113億円増の

1,259億円となった。

負債は、季節運転資金の借入れ等による短期借入金131億円の増加等により、前連結会計年度末比113億円増の

821億円となった。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益８億円の計上及び2022年３月期株式配当金９億円の支払い等に

より、前連結会計年度末比74百万円減の437億円となった。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末比3.5ポイント減の34.8％となった。

今後も自己資本の充実を図りつつ新規事業を含めた事業投資を行うことで、将来的な収益基盤の拡充に向けた

戦略推進を加速させていく。

 
（経営成績）

　当第２四半期連結累計期間の連結業績については、売上高は587億円（前年同四半期連結累計期間比6.1％

増）、営業利益は14億円（前年同四半期連結累計期間比10.0％減）、経常利益は13億円（前年同四半期連結累計

期間比9.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は８億円（前年同四半期連結累計期間比27.5％減）と

なった。

なお、当社グループの売上高は、下半期、特に第４四半期連結会計期間に集中する傾向があることから、業績

に季節的変動がある。
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報告セグメント別の業績は、次のとおりである。

　

(土木事業)

土木事業については、工事が順調に進捗したこと等により、完成工事高は317億円(前年同四半期連結累計

期間比6.6％増)、セグメント利益は20億円（前年同四半期連結累計期間比8.0％増）となった。

 
(建築事業)

建築事業については、完成工事高は238億円(前年同四半期連結累計期間比8.8％増)、セグメント利益は４

億円（前年同四半期連結累計期間比31.5％減）となった。

 
(開発事業等)

開発事業等については、不動産を扱うグループ子会社の販売時期の相違等により、開発事業等売上高は31

億円(前年同四半期連結累計期間比13.9％減)、セグメント利益は１億円（前年同四半期連結累計期間比

47.2％減）となった。

 
（注） 報告セグメント別の記載において、売上高については「外部顧客への売上高」の金額を記載しており、

セグメント利益については四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
　

　(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の四半期末残高は、

前連結会計年度末に比べ38億円増加し、166億円となった。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結累計期間に

比較して税金等調整前四半期純利益の計上、未収入金の減少等といった資金増加項目はあるものの、主に立

替工事の増加等による売上債権の増加83億円（前年同四半期連結累計期間は36億円の増加）、未収消費税等

の増加12億円（前年同四半期連結累計期間は12億円の増加）等といった資金減少項目等により68億円の資金

減少（前年同四半期連結累計期間は114億円の資金減少）となった。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得による支

出４億円（前年同四半期連結累計期間は１億円）等により６億円の資金減少（前年同四半期連結累計期間は

７億円の資金減少）となった。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、季節運転資金の借入れ等によ

る短期借入金の純増額132億円（前年同四半期連結累計期間は84億円）及び長期借入金の返済による支出13億

円（前年同四半期連結累計期間は21億円）等により113億円の資金増加（前年同四半期連結累計期間は71億円

の資金増加）となった。

 

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 

　(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は372百万円であった。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動について重要な変更はない。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

EDINET提出書類

飛島建設株式会社(E00063)

四半期報告書

 4/23



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,310,436 19,310,436
東京証券取引所
プライム市場

 単元株式数 100株

計 19,310,436 19,310,436 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 

該当事項なし

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

 

該当事項なし

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項なし

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2022年７月１日～
2022年９月30日

― 19,310,436 ― 5,519 ― 2,980
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(5) 【大株主の状況】

2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 2,320 12.07

トビシマ共栄会 東京都港区港南１－８－15 1,116 5.81

株式会社日本カストディ銀行（信

託口）
東京都中央区晴海１－８－12 1,089 5.66

飛島建設株式会社自社株投資会 東京都港区港南１－８－15 456 2.37

ＲＥ ＦＵＮＤ １０７－ＣＬＩ

ＥＮＴ ＡＣ

（常任代理人シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

MINISTRIES COMPLEX ALMURQAB AREA KUWAIT

KW 13001

 

（東京都新宿区新宿６－27－30）

313 1.63

ＤＦＡ　ＩＮＴＬ　ＳＭＡＬＬ　

ＣＡＰ 　ＶＡＬＵＥ 　ＰＯＲＴＦ

ＯＬＩＯ

（常任代理人シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

PALISADES WEST 6300,BEECAVE ROAD

BUILDING ONE AUSTIN TX 78746 US

 

（東京都新宿区新宿６－27－30）

273 1.42

宮本　雅史 東京都渋谷区 257 1.34

山内 正義 千葉県浦安市 238 1.24

ＢＢＨ ＬＵＸ／ＢＲＯＷＮ Ｂ

ＲＯＴＨＥＲＳ ＨＡＲＲＩＭＡ

Ｎ （ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ） 

ＳＣＡ ＣＵＳＴＯＤＩＡＮ Ｆ

ＯＲ ＳＭＤ－ＡＭ ＦＵＮＤＳ 

－ ＤＳＢＩ ＪＡＰＡＮ ＥＱ

ＵＩＴＹ

（常任代理人株式会社三井住友銀

行）

80 ROUTE D'ESCH LUXEMBOURG LUXEMBOURG

L-1470

 

 

 

（東京都千代田区丸の内１－１－２）

200 1.04

ＢＮＹ ＧＣＭ ＣＬＩＥＮＴ 

ＡＣＣＯＵＮＴ ＪＰＲＤ ＡＣ 

ＩＳＧ （ＦＥ－ＡＣ） 

（常任代理人株式会社三菱ＵＦＪ

銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM

 

（東京都千代田区丸の内２－７－１）

182 0.95

計 ― 6,447 33.53
 

(注)   発行済株式の総数に対する所有株式数の割合は、発行済株式の総数から自己株式80,607株を控除して計算して

いる。なお、当該自己株式には、株式給付信託（ＢＢＴ）にかかる信託口が保有する当社株式96,700株を含め

ていない。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

80,500 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,741,900 187,419 ―

単元未満株式 普通株式 488,036 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  19,310,436 ― ―

総株主の議決権 ― 187,419 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株（議決権１個）及び株式給付

信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式が96,700株（議決権967個）含まれている。

また、「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が10株含まれている。

２ 「単元未満株式」の欄には当社所有の自己株式が107株含まれているが、当該自己株式数は株式名簿上の株

式数であり、実質的に所有していない株式が80株ある。

 

② 【自己株式等】

2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
飛島建設株式会社

東京都港区港南１－８－15 80,500 ― 80,500 0.42

計 ― 80,500 ― 80,500 0.42
 

(注) 株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式96,700株は、上記自己保有株式に含まれていない。

 

２ 【役員の状況】

 

該当事項なし
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2022年７月１日から2022年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 12,968 16,843

  受取手形・完成工事未収入金等 57,015 65,448

  未成工事支出金等 2,178 1,687

  開発事業等支出金等 6,706 6,281

  その他 7,891 7,324

  貸倒引当金 △6 △2

  流動資産合計 86,754 97,583

 固定資産   

  有形固定資産 19,013 18,752

  無形固定資産 996 950

  投資その他の資産   

   その他 8,069 8,866

   貸倒引当金 △201 △201

   投資その他の資産合計 7,867 8,664

  固定資産合計 27,878 28,367

 資産合計 114,632 125,950
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 26,174 25,986

  短期借入金 3,157 ※１  16,333

  未成工事受入金 5,426 5,202

  預り金 19,076 18,163

  完成工事補償引当金 416 405

  工事損失引当金 166 442

  その他 2,393 2,548

  流動負債合計 56,811 69,082

 固定負債   

  長期借入金 ※２  13,037 ※２  12,181

  役員株式給付引当金 47 48

  役員退職慰労引当金 33 5

  退職給付に係る負債 43 46

  その他 786 787

  固定負債合計 13,948 13,069

 負債合計 70,759 82,152

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,519 5,519

  資本剰余金 6,237 6,236

  利益剰余金 31,621 31,484

  自己株式 △580 △575

  株主資本合計 42,797 42,666

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 630 711

  為替換算調整勘定 7 19

  退職給付に係る調整累計額 428 391

  その他の包括利益累計額合計 1,066 1,122

 非支配株主持分 8 10

 純資産合計 43,872 43,798

負債純資産合計 114,632 125,950
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高   

 完成工事高 51,712 55,602

 開発事業等売上高 3,633 3,130

 売上高合計 55,346 58,732

売上原価   

 完成工事原価 46,655 50,169

 開発事業等売上原価 2,973 2,590

 売上原価合計 49,629 52,759

売上総利益   

 完成工事総利益 5,057 5,432

 開発事業等総利益 660 539

 売上総利益合計 5,717 5,972

販売費及び一般管理費 ※１  4,089 ※１  4,507

営業利益 1,628 1,465

営業外収益   

 為替差益 － 161

 その他 62 64

 営業外収益合計 62 226

営業外費用   

 支払利息 89 79

 シンジケートローン手数料 25 138

 その他 59 102

 営業外費用合計 174 319

経常利益 1,516 1,371

特別利益   

 固定資産売却益 0 6

 関係会社株式売却益 91 －

 その他 0 0

 特別利益合計 92 6

特別損失   

 固定資産除却損 4 0

 投資有価証券評価損 23 －

 その他 0 －

 特別損失合計 28 0

税金等調整前四半期純利益 1,580 1,377

法人税、住民税及び事業税 330 533

法人税等調整額 112 19

法人税等合計 442 552

四半期純利益 1,138 825

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,138 824
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 1,138 825

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 65 80

 為替換算調整勘定 4 13

 退職給付に係る調整額 △9 △36

 その他の包括利益合計 59 56

四半期包括利益 1,198 882

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,197 880

 非支配株主に係る四半期包括利益 0 1
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,580 1,377

 減価償却費 439 460

 のれん償却額 63 63

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △3

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △125 276

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △17 3

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △262 △303

 受取利息及び受取配当金 △16 △17

 支払利息 89 79

 為替差損益（△は益） 3 △76

 投資有価証券売却損益（△は益） △0 －

 投資有価証券評価損益（△は益） 23 －

 投資事業組合運用損益（△は益） △20 △16

 持分法による投資損益（△は益） － 42

 関係会社株式売却損益（△は益） △91 －

 有形固定資産売却損益（△は益） △0 △6

 売上債権の増減額（△は増加） △3,639 △8,320

 販売用不動産の増減額（△は増加） 375 447

 未成工事支出金等の増減額（△は増加） △171 490

 開発事業等支出金等の増減額（△は増加） △422 425

 未収消費税等の増減額（△は増加） △1,205 △1,203

 未収入金の増減額（△は増加） 577 1,464

 その他の資産の増減額（△は増加） △148 △167

 仕入債務の増減額（△は減少） △558 △300

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,139 △223

 開発事業等受入金の増減額（△は減少） △37 2

 預り金の増減額（△は減少） △5,479 △912

 未払消費税等の増減額（△は減少） △752 117

 その他の負債の増減額（△は減少） △213 △290

 その他 78 △16

 小計 △11,076 △6,606

 利息及び配当金の受取額 16 18

 利息の支払額 △89 △80

 法人税等の支払額 △285 △201

 営業活動によるキャッシュ・フロー △11,435 △6,869
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の償還による収入 － 3

 有形固定資産の取得による支出 △452 △160

 有形固定資産の売却による収入 1 6

 無形固定資産の取得による支出 △122 △72

 投資有価証券の取得による支出 △127 △492

 投資事業組合からの分配による収入 127 60

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△145 －

 貸付けによる支出 △0 －

 貸付金の回収による収入 6 3

 その他 △10 △46

 投資活動によるキャッシュ・フロー △724 △697

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 8,499 13,200

 長期借入れによる収入 1,785 471

 長期借入金の返済による支出 △2,111 △1,351

 配当金の支払額 △961 △961

 その他 △42 △24

 財務活動によるキャッシュ・フロー 7,169 11,333

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 89

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,988 3,857

現金及び現金同等物の期首残高 25,235 12,749

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,247 16,606
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

重要な変更なし

 

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

該当事項なし

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

該当事項なし

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

（取締役に対する業績連動型株式報酬制度の概要）

 １ 取引の概要

当社は、取締役（社外取締役を除く）を対象に業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit

Trust））」（以下「本制度」という。）を2019年度より導入している。本制度は、取締役の報酬と当社の業績及

び株式価値との連動性をより明確にし、取締役が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落リスクまでも株主

の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上とそれによる企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的

としている。

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信

託」という。）を通じて取得され、取締役に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式及び当社

株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下「当社株式等」という。）が本信託を通じて給付される業績連動型株

式報酬制度である。なお、取締役が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となる。

 ２ 信託に残存する当社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式

として計上している。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度115百万円（102千株）、当第２四半

期連結会計期間108百万円（96千株）である。

 
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ ※２ シンジケーション方式タームローン契約

前連結会計年度（2022年３月31日）及び当第２四半期連結会計期間（2022年９月30日）

当社は、取引金融機関とシンジケーション方式タームローン契約（総額10,000百万円）を締結しているが、当該

契約には、下記のとおり財務制限条項が付されている。
 

① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額を2020年３月決算期末日における連

結の貸借対照表上の純資産の部の金額の75％及び直前の決算期末日における連結の貸借対照表上の純資産の

部の金額の75％のいずれか高い方の金額以上に維持すること。

② 各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表上の純資産の部の金額を2020年３月決算期末日における単

体の貸借対照表上の純資産の部の金額の75％及び直前の決算期末日における単体の貸借対照表上の純資産の

部の金額の75％のいずれか高い方の金額以上に維持すること。

③ 各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経常損益が、２期連続して損失とならないようにする

こと。

④ 各年度の決算期における単体の損益計算書に示される経常損益が、２期連続して損失とならないようにする

こと。
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２ ※１ 当社は、運転資金の機動的且つ安定的な調達を行うためコミットメントライン契約を締結している。前連結

会計年度末及び当第２四半期連結会計期間末における契約極度額及び借入実行残高等は次のとおりである。　

  
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

契約極度額 5,000百万円 10,000百万円

借入金実行残高 － 3,800 

差引額 5,000 6,200 
 

 
３ ※１ 当社は、運転資金の機動的且つ安定的な調達を行うため取引銀行10行とシンジケーション方式リボルビング

ライン契約を締結している。前連結会計年度末及び当第２四半期連結会計期間末における契約極度額及び借入

実行残高等は次のとおりである。

  
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

契約極度額 15,000百万円 15,000百万円

借入金実行残高 － 8,500 

差引額 15,000 6,500 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

１ ※１ このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

役員株式給付引当金繰入額 9百万円 10百万円

従業員給料手当 1,699  1,896 

退職給付費用 42 28 

役員退職慰労引当金繰入額 0 3 
 

　

２ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日) 及び当第２四半期連結累計期間(自 2022年４

月１日　至 2022年９月30日)

   当社グループの完成工事高は、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているため、第１

四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高

が著しく多くなるといった季節的変動がある。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

現金預金勘定 20,455百万円 16,843百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△197 △225 

株式給付信託別段預金
（ＢＢＴ）

△11 △11 

現金及び現金同等物 20,247 16,606 
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 961 50.00 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金
 

(注)　2021年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式に

対する配当金５百万円が含まれている。

 
 ２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項なし

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 961 50.00 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
 

(注)　2022年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式に

対する配当金５百万円が含まれている。
　

 ２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項なし
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  （単位：百万円）

 土木事業 建築事業 開発事業等 計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

売上高       

 官公庁 20,716 6,377 13 27,108 － 27,108

 民間 9,058 15,559 3,105 27,723 － 27,723

 顧客との契約から
 生じる収益

29,775 21,937 3,119 54,832 － 54,832

 その他の収益 － － 514 514 － 514

 外部顧客への売上高 29,775 21,937 3,633 55,346 － 55,346

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ 28 122 150 △150 －

計 29,775 21,965 3,756 55,497 △150 55,346

セグメント利益 1,887 712 284 2,884 △1,256 1,628
 

(注) １ セグメント利益の調整額△1,256百万円には、セグメント間取引消去等△150百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,105百万円が含まれている。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理

費である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

　該当事項なし
 

(のれんの金額の重要な変動)

　重要な変動なし
 

(重要な負ののれん発生益)

　該当事項なし
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  （単位：百万円）

 土木事業 建築事業 開発事業等 計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

売上高       

 官公庁 21,687 5,721 5 27,414 － 27,414

 民間 10,048 18,144 2,601 30,795 － 30,795

 顧客との契約から
 生じる収益

31,736 23,866 2,607 58,209 － 58,209

 その他の収益 － － 522 522 － 522

 外部顧客への売上高 31,736 23,866 3,130 58,732 － 58,732

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

33 143 93 270 △270 －

計 31,769 24,010 3,223 59,003 △270 58,732

セグメント利益 2,039 488 149 2,678 △1,212 1,465
 

(注) １ セグメント利益の調整額△1,212百万円には、セグメント間取引消去△９百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,203百万円が含まれている。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費

である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

　該当事項なし
 

(のれんの金額の重要な変動)

　重要な変動なし
 

(重要な負ののれん発生益)

　該当事項なし
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりである。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

 １株当たり四半期純利益 59.50円 43.11円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,138 824

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益（百万円）

1,138 824

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,131 19,130
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２ 株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式を、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めている。

  なお、自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累計期間179千株、当第２四半期連結累計期間 179千

株であり、このうち株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累

計期間102千株、当第２四半期連結累計期間100千株である。

　

２ 【その他】

 

該当事項なし
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2022年11月10日

飛 島 建 設 株 式 会 社

 取  締  役  会  御中
 

 
有限責任監査法人ト ー マ ツ
           東 京 事 務 所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 滝   沢   勝   己  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 草   野   耕   司  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている飛島建設株式会社

の2022年4月1日から2023年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9月30日ま

で）及び第2四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、飛島建設株式会社及び連結子会社の2022年9月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

 監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

　

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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